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あ

ん

な

い

「必要生計費試算調査」＆
「最低賃金署名」スタート学習会
２月３日（水）18：30　国労大阪会館３階

2021年春闘学習決起集会
２月17日（水）18：00　国労大阪会館３階

　

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
暮
ら

し
が
一
変
し
ま
し

た
。
安
倍
前
政
権

を
引
き
継
い
だ
菅
政
権
は
、「
桜
」
な
ど
の
疑

惑
解
明
も
強
権
的
に
拒
絶
し
、
９
条
改
憲
も
狙

っ
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
で
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
危
険
に
さ
ら
し
続
け
、
本
来
届

く
は
ず
の
支
援
が
届
か
ず
、
社
会
的
弱
者
ほ
ど

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。「
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
に
光
が
当
た
っ
た
も
の
の
、

特
に
医
療
・
介
護
の
事
業
所
や
労
働
者
へ
の
直

接
支
援
は
極
め
て
不
十
分
で
す
。
効
率
優
先
政

策
の
結
果
、
社
会
の
余
力
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、

医
療
崩
壊
地
域
も
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

大
阪
で
は
、
維
新
政
治
が
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り

大
阪
市
廃
止
住
民
投
票
を
優
先
、
感
染
者
数
は

高
止
ま
り
、
死
者
は
８
月
以
降
、
東
京
を
上
回

り
、
医
療
体
制
は
逼
迫
、
ま
さ
に
非
常
事
態
で

【とき方】二重カッコをアルファベット順
に並びかえてください。あらわれた言葉・
成句・詩歌が答えです。
一部の文字は濁点に読み替えてください。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス
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何
不
自
由
す
る
こ
と
も

な
く
育
ち
、
結
婚
こ
そ
が

女
性
の
幸
せ
と
信
じ
て
疑

わ
な
く
育
っ
た
、
箱
入
り

娘
の
榛
原
華
子
（
門
脇

麦
）
は
結
婚
を
考
え
て
い

た
恋
人
に
振
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
20
代
後
半
な

の
に
学
生
時
代
の
仲
間
の

ほ
と
ん
ど
は
結
婚
し
、
華

子
は
焦
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
義
兄
の
紹
介
で
、
代

議
士
を
叔
父
に
持
つ
、
家

柄
の
い
い
イ
ケ
メ
ン
の
弁

護
士
・
青
木
幸
一
郎
（
高

良
健
吾
）
と
出
会
い
、
ト

　

境
遇
の
異
な
る

二
人
の
女
性
が
巡

り
合
い
、
自
分
の

人
生
を
歩
ん
で
い

く
姿
を
描
い
た
山

内
マ
リ
コ
の
同
名

小
説
が
原
作
。

ン
ト
ン
拍
子
に
結
婚
を
迎

え
よ
う
と
し
ま
す
。

　

一
方
、
時
岡
美
紀
（
水

原
希
子
）
は
、
富
山
か
ら

名
門
大
学
に
進
学
し
、
そ

こ
で
幸
一
郎
に
出
会
い
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
の
事

情
の
た
め
中
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
が
、
地
元
に

帰
り
た
く
な
い
一
心
で
、

そ
の
後
も
東
京
で
働
き
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

全
く
異
な
る
生
き
方
を

し
て
き
た
二
人
が
、
偶
然

の
出
会
い
に
よ
っ
て
自
分

の
居
場
所
を
見
つ
め
、
恋

愛
や
結
婚
だ
け
で
は
な
い

自
分
の
人
生
を
切
り
開
こ

う
と
し
て
い
き
ま
す
…
。

　

上
流
階
級
に
も
ラ
ン
ク

が
あ
り
、
庶
民
に
は
わ
か

ら
な
い
苦
労
が
あ
る
よ
う

で
す
。
激
し
い
シ
ー
ン
も

な
く
、
淡
々
と
場
面
が
流

れ
ま
す
が
「
人
は
そ
れ
ぞ

れ
の
世
界
で
〝
選
別
〟
さ

れ
続
け
、
目
に
見
え
な
い

も
の
に
縛
ら
れ
、
生
き
づ

ら
さ
を
募
ら
せ
て
い
る
。

し
か
し
、ほ
ん
の
少
し
の

出
会
い
や
行
動
が
、
解
き

放
し
て
く
れ
る
」
と
教
え

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
２
月
26
日
よ

り
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。

2021年度個人賠償責任共済拡大ご協力あり
がとうございました。大口給付事例の紹介

ヒ
ン
ト　

努
力
を
怠
ら
な
け
れ
ば
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

出
題
＝Mr.BON

踏
む

�
木
管
楽
器
や
金
管
楽
器
の

総
称

�
同
じ
席
に
居
合
わ
す
こ
と

�
果
物
を
絞
っ
た
汁
、
ジ
ュ

ー
ス

�
線
。
ス
タ
ー
ト
・
～

�
利
益
を
専
有
す
る
権

益
。
～
が
絡
む

�
～
ダ
ル
マ
、
～
合
戦
、
～

掻
き

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
答
を
し
る
し
た
文
章
。
～

用
紙

❹
と
も
し
び
。
～
親
し
む
候

❼
外
部
の
者
を
ま
じ
え
な
い

こ
と
。
～
話

❽
松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の
～
」

❾
辞
職
の
意
向
。
～
を
表
明

す
る

�
自
分
の
力
で
動
く
こ
と
。

～
扉

�
き
め
ら
れ
た
学
科
・
課
程

を
習
い
修
め
る
こ
と
。
～

科
目

�
「
～
（

）」。「
摂
氏

（
℃
）」
の
対

タ
テ
の
カ
ギ

❶
夜
が
最
も
長
い
日
。
夏
至

の
対

❷
攻
め
入
る
こ
と
。
赤
穂
浪

士
の
～

❸
折
角
の
努
力
が
水
の
～

❹
建
築
工
事
等
で
塗
料
を
塗

る
こ
と

❺
♪
～
は
広
い
な
大
き
い
な

❻
負
け
越
し
の
対

❽
車
道
の
対
。
横
断
～

�
ま
じ
り
も
の
の
な
い
羊
毛

の
毛
糸

�
相
撲
の
準
備
運
動
。
～
を

�
精
～
尽
き
果
て
た

�
酒
は
冷
や
？
そ
れ
と
も
熱

～
？

�
オ
モ
テ
の
対

�
山
野
に
紅
葉
を
訪
ね
観
賞

す
る
こ
と

�
声
だ
け
で
出
演
す
る
俳
優

�
牛
の
赤
身
肉
を
千
切
り
に

し
、
生
の
卵
黄
を
乗
せ
て

供
す
る
韓
国
料
理

�
畿
内
と
そ
の
付
近
の
地

方
。
関
西

�
金
銭
を
納
め
る
こ
と
。
一

括
～

　

11
月
号
の
答
え
は
、「
キ

ョ
ウ
ケ
ン
セ
イ
ジ
サ
ヨ
ナ
ラ

（
強
権
政
治
さ
よ
な
ら
）」

で
し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ

26
通
、
メ
ー
ル
95
通
、
合
計

１
２
１
通
で
し
た
。
次
の
10

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

川
端
宏
江
（
高
石
市
職
労
）、

長
森
豊
久
（
堺
市
職
労
）、

山
口
一
葉
（
全
労
働
大
阪
基

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉２月25日（木）
　　　　〔発表は３月号〕
〈賞品〉 正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります
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上
流
階
級
も
生
き
て
い
く
の
は
大
変
？

あ
の
こ
は
貴
族 

　昨年９月より、個人賠償責任共済加入募
集をおこない、みなさまにご協力いただき
ありがとうございました。拡大目標8,000
人を目指して取り組み、新規加入495人も
ありましたが6,520人の加入結果となりま
した。
　昨年の個人賠責加入者における個人賠責
に入っててよかったの投稿をいただきまし

た。給付事例をご紹介します。
　自宅（６階）の老朽化した給湯管から階
下へ漏水の被害を出しました。運悪く階下
（５階）の方が長期留守時にこの事故が起
こり、ほぼ全室と被害が４階までおよんで
おり、全額で約900万円相当の損害を与え
ました。当初は火災保険での賠償を考えた
のですが、こちらの保険では相手の賠償は

適用外とのことで、労連共済さんの『個人
賠償責任共済』に加入しているのを思い出
しお願いしたところ、満額に近い補償を受
けることができました。想定外に被害を与
えた時の備えとしてぜひお薦めしたいと思
います。給付額：9,058,274円
※�一般的に火災保険だけでは漏水等の賠償はお見舞金程度しか
給付されません。火災保険に個人賠償特約を付帯するか別途
で個人賠償保険に加入しなければ補償されません

準
支
部
）、
奥

明
美
（
大
教

組
）、
河
井
啓

（
府
高
教
）、

池
上
亜
希
（
堺

市
教
組
）、
萩

原
幸
一
（
全
港

湾
阪
神
支

部
）、
大
西
慎

太
郎
（
福
祉
保

育
労
）、
吉
田

明
史
（
国
労
大

阪
）、
山
中
明

（
大
阪
い
ず
み

市
民
生
協
労
組
）

コロナ禍
だからこそ

２
０
２
１
国
民
春
闘
を

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に

１・４新春宣伝行動

す
。
松
井
市
長
と
吉
村
知
事
は
、
住
民
投
票
で

の
政
令
市
大
阪
市
の
権
限
と
財
源
で
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
い
う
明
確
な
民
意
を
ふ

み
に
じ
り
、
広
域
行
政
一
元
化
と
大
阪
市
８
総

合
区
化
を
、
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り
優
先
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
政
治
の
最
大
の
役
割
は

労
働
者
・
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
経
済
再
生
は
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
労
働
者
や
中
小
業
者
の
暮
ら
し

と
営
業
が
困
難
化
す
る
中
、
い
よ
い
よ
２
０
２

１
国
民
春
闘
で
す
。

　

一
部
大
企
業
が
積
み
増
し
て
い
る
内
部
留
保

の
ご
く
一
部
だ
け
で
も
、
賃
上
げ
と
雇
用
の
安

定
や
中
小
企
業
の
取
引
条
件
の
改
善
に
活
用

し
、
国
や
行
政
の
自
粛
要
請
を
「
暮
ら
せ
る
補

償
額
」
と
セ
ッ
ト
で
実
施
し
、
医
療
・
介
護
事

業
所
と
従
事
者
へ
資
金
を
直
接
支
援
す
れ
ば
、

状
況
は
劇
的
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
コ
ロ

ナ
対
策
の
重
要
な
柱
と
し
て
も
要
求
し
、
職
場

で
は
賃
上
げ
な
ど
、
要
求
を
高
く
掲
げ
て
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
昨
年
の
苦
労
と
工
夫
を
通
じ
、

労
働
組
合
の
重
要
性
と
必
要
性
を
可
視
化
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
総
選
挙
も
必
ず
行
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
要
求
実
現
や
政

治
転
換
を
あ
き
ら
め
る
必
要
は
な
く
、
逆
に
２

０
２
１
国
民
春
闘
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
に
、
た

た
か
い
と
組
織
を
広
げ
、
前
進
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

大
阪
労
連 

議
長
　
菅 

義
人


